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(57)【要約】
【課題】異なる画像処理パラメータで作成された複数の
超音波画像を並べて表示させることができる超音波診断
装置であって、スキャン終了後であっても、任意の画像
処理パラメータの設定を行って画像処理を行いに複数の
超音波画像を表示させることができる超音波診断装置を
提供する。
【解決手段】被検体に対して超音波を送受信して得られ
たエコーデータを記憶するシネメモリ５１と、シネメモ
リ５１に記憶されたエコーデータについて、異なる画像
処理パラメータで画像処理を行う画像処理部５２と、画
像処理部５２で画像処理されたデータに基づいて複数の
超音波画像を作成し、並べて表示させるディジタルスキ
ャンコンバータ５３と、を備えることを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対して超音波を送受信して得られたエコーデータを記憶する記憶部と、
　該記憶部に記憶されたエコーデータについて、異なる画像処理パラメータで画像処理を
行う画像処理部と、
　該画像処理部で画像処理されたデータに基づいて複数の超音波画像を作成し、並べて表
示させる表示処理部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記複数の超音波画像は、動画又は静止画のいずれかであることを特徴とする請求項１
に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　被検体に対して超音波を送受信して得られたエコーデータからなる同一時相のフレーム
データについて、異なる画像処理パラメータで前記画像処理部が画像処理を行い、また前
記表示処理部が前記複数の超音波画像の作成及び表示を行うことを特徴とする請求項１又
は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　複数のフレームデータからなる単位データについて、異なる画像処理パラメータで前記
画像処理部がフレームデータ毎の画像処理を行い、また前記表示処理部が前記複数の超音
波画像の作成をフレームデータ毎に行って動画の表示を行うことを特徴とする請求項３に
記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　被検体に対して超音波を送受信して得られたエコーデータからなる異なる時相のフレー
ムデータについて、異なる画像処理パラメータで前記画像処理部が画像処理を行い、前記
表示処理部が前記複数の超音波画像の作成及び表示を行うことを特徴とする請求項１又は
２に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　複数のフレームデータからなる単位データを所定のフレーム数に分割してなる分割単位
データのそれぞれについて、互いに異なる画像処理パラメータで前記画像処理部がフレー
ムデータ毎の画像処理を行い、また前記表示処理部が前記複数の超音波画像の作成をフレ
ームデータ毎に行って動画の表示を行うことを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装
置。
【請求項７】
　さらに、少なくともいずれか一の前記分割単位データについて、異なる画像処理パラメ
ータで前記画像処理部が画像処理を行い、前記表示処理部が前記複数の超音波画像の作成
及び表示を行うことを特徴とする請求項６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記画像処理部は、異なる画像処理パラメータの画像処理を並行して行うことを特徴と
する請求項１～７のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記画像処理パラメータは、ゲイン、ダイナミックレンジ及びＴＧＣゲインであること
を特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　被検体に対して超音波を送受信して得られたエコーデータを記憶部から読み出して異な
る画像処理パラメータで画像処理を行う画像処理機能と、
　該画像処理機能で画像処理されたデータに基づいて複数の超音波画像を作成し、並べて
表示させる表示処理機能と、
　を実行させることを特徴とする超音波画像表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置においては、被検体に対して超音波プローブによるスキャンを行ってエ
コーデータを取得する。そして、このエコーデータについて各種の画像処理パラメータを
用いて画像処理した後に走査変換を行って超音波画像を作成し、これを表示部に表示させ
ている。
【０００３】
　前記画像処理パラメータとしては、例えばゲイン、ダイナミックレンジ及びＴＧＣ（Ｔ
ｉｍｅ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）などがある。ゲインを調節することにより超音波画
像の輝度が調節され、ダイナミックレンジを調節することにより超音波画像の分解能が調
節される。また、ＴＧＣを調節することにより超音波画像を深さ方向において一様な輝度
にすることができる。操作者は、診断に適した画質の超音波画像を得られるように、最適
と思われる画像処理パラメータを設定する。
【０００４】
　従来、画像処理パラメータの設定は、操作者が表示部に表示された一枚の超音波画像を
見ながら、操作部において各画像処理パラメータを変えつつ行なっていた。しかし、操作
者が画像処理パラメータの調節中にいくつか最適と思われる画像処理パラメータを見つけ
た場合であっても、各画像処理パラメータで作成された超音波画像を比較することができ
なかったので、短時間の設定が困難であり、さらには最適な画像処理パラメータを設定す
ることができないことがあった。そこで、特許文献１では、各種の画像処理パラメータに
ついて異なる数値を設定して画像処理を行い、得られた複数の超音波画像を表示部に並べ
て表示する超音波診断装置が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－２６６５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１に記載の超音波診断装置では、表示部に並べて表示される複数の超音波
画像は、リアルタイム画像であるか、またはスキャン中にフリーズさせた画像であり、ス
キャン終了後の画像とはなっていない。しかし、例えば不慣れな操作者が画像処理パラメ
ータを設定してスキャンを行って装置に記憶した超音波画像を、スキャン終了後に経験を
積んだ操作者が見る場合がある。この場合、並べて表示された複数の超音波画像を見て、
画像処理パラメータを設定し直したいこともある。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、異なる画像処理パラメータで作成された複数の超音
波画像を並べて表示させることができる超音波診断装置であって、スキャン終了後であっ
ても、任意の画像処理パラメータの設定を行って画像処理を行いに複数の超音波画像を表
示させることができる超音波診断装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明は、前記課題を解決するためになされたもので、第１の観点の発明は、被検体
に対して超音波を送受信して得られたエコーデータを記憶する記憶部と、該記憶部に記憶
されたエコーデータについて、異なる画像処理パラメータで画像処理を行う画像処理部と
、該画像処理部で画像処理されたデータに基づいて複数の超音波画像を作成し、並べて表
示させる表示処理部と、を備えることを特徴とする超音波診断装置である。
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【０００９】
　第２の観点の発明は、第１の観点の発明において、前記複数の超音波画像は、動画又は
静止画のいずれかであることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１０】
　第３の観点の発明は、第１又は２の観点の発明において、被検体に対して超音波を送受
信して得られたエコーデータからなる同一時相のフレームデータについて、異なる画像処
理パラメータで前記画像処理部が画像処理を行い、また前記表示処理部が前記複数の超音
波画像の作成及び表示を行うことを特徴とする超音波診断装置である。
【００１１】
　第４の観点の発明は、第３の観点の発明において、複数のフレームデータからなる単位
データについて、異なる画像処理パラメータで前記画像処理部がフレームデータ毎の画像
処理を行い、また前記表示処理部が前記複数の超音波画像の作成をフレームデータ毎に行
って動画の表示を行うことを特徴とする超音波診断装置である。
【００１２】
　第５の観点の発明は、第１又は２の観点の発明において、被検体に対して超音波を送受
信して得られたエコーデータからなる異なる時相のフレームデータについて、異なる画像
処理パラメータで前記画像処理部が画像処理を行い、前記表示処理部が前記複数の超音波
画像の作成及び表示を行うことを特徴とする超音波診断装置である。
【００１３】
　第６の観点の発明は、第５の観点の発明において、複数のフレームデータからなる単位
データを所定のフレーム数に分割してなる分割単位データのそれぞれについて、互いに異
なる画像処理パラメータで前記画像処理部がフレームデータ毎の画像処理を行い、また前
記表示処理部が前記複数の超音波画像の作成をフレームデータ毎に行って動画の表示を行
うことを特徴とする超音波診断装置である。
【００１４】
　第７の観点の発明は、第６の観点の発明において、さらに、少なくともいずれか一の前
記分割単位データについて、異なる画像処理パラメータで前記画像処理部が画像処理を行
い、前記表示処理部が前記複数の超音波画像の作成及び表示を行うことを特徴とする請求
項６に記載の超音波診断装置。
【００１５】
　第８の観点の発明は、第１～７のいずれか一の観点の発明において、前記画像処理部は
、異なる画像処理パラメータの画像処理を並行して行うことを特徴とする超音波診断装置
である。
【００１６】
　第９の観点の発明は、第１～８のいずれか一の観点の発明において、前記画像処理パラ
メータは、ゲイン、ダイナミックレンジ及びＴＧＣゲインであることを特徴とする超音波
診断装置である。
【００１７】
　第１０の観点の発明は、コンピュータに、被検体に対して超音波を送受信して得られた
エコーデータを記憶部から読み出して異なる画像処理パラメータで画像処理を行う画像処
理機能と、該画像処理機能で画像処理されたデータに基づいて複数の超音波画像を作成し
、並べて表示させる表示処理機能と、を実行させることを特徴とする超音波画像表示制御
プログラムである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、前記記憶部に画像処理前のエコーデータが記憶されているので、スキ
ャン終了後においても、このエコーデータについて異なる画像処理パラメータで画像処理
を行い、この画像処理後のデータに基づいて複数の超音波画像を作成してこれを並べて表
示させることができる。この時、前記記憶部に記憶されているエコーデータは画像処理前
のデータであるので、任意の画像処理パラメータの設定を行って画像処理を行い、複数の
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超音波画像を表示させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の実施の形態の一例の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図２】図１に示す超音波診断装置における表示制御部の構成を示すブロック図である。
【図３】表示部に表示された超音波画像を示す図である。
【図４】複数のフレームデータからなる単位データの説明図である。
【図５】複数のフレームデータからなる単位データを分割した分割単位データの説明図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて詳細に説明する。図１に示すように、
本例の超音波診断装置１は、超音波の送受信を行う超音波プローブ２と、この超音波プロ
ーブ２を駆動させてスキャン面を走査し、また前記超音波プローブ２で得られたエコー信
号について、整相加算処理等の信号処理を行って音線毎のエコーデータとする送受信部３
と、この送受信部３から出力されたエコーデータについて、対数圧縮処理、包絡線検波処
理等の処理を行うＢモード処理部４と、このＢモード処理部４からのエコーデータに基づ
いて後述する表示部６に表示する超音波画像（Ｂモード画像）を作成し、これをこの表示
部６に表示させる制御を行う表示制御部５と、超音波画像が表示される表示部６とを備え
る。
【００２１】
　また、前記超音波診断装置１は、装置全体を制御する制御部７と、キーボード及びポイ
ンティングデバイスなどを含み、操作者が指示を入力する操作部８とを備えている。前記
制御部７は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）で構成され、
図示しない記憶装置に記憶された制御プログラムを実行することにより、例えば前記表示
制御部５における後述の画像処理機能や表示処理機能など、前記超音波診断装置１の各部
における機能を実行するようになっている。
【００２２】
　前記表示制御部５は、図２に示すように、シネメモリ５１と、画像処理部５２とディジ
タルスキャンコンバータ（ＤＳＣ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）５
３とを有している。前記シネメモリ５１には、前記Ｂモード処理部４から出力されるエコ
ーデータが記憶される。ここで、エコーデータとは、前記超音波プローブ２による超音波
の送受信を行って得られたデータであって、前記画像処理部５２で画像処理される前のデ
ータ、すなわちローデータ（Ｒａｗ　Ｄａｔａ）のことを云うものとする。このように、
前記シネメモリ５１に記憶するデータをローデータとすることにより、スキャン終了後で
あっても任意の画像処理パラメータを設定して画像処理を行うことが可能になる。前記シ
ネメモリ５１は、本発明における記憶部の実施の形態の一例である。
【００２３】
　前記画像処理部５２は、前記シネメモリ５１に記憶されたエコーデータを読み出し、異
なる画像処理パラメータで画像処理を行う（画像処理機能）。前記制御部７は、前記記憶
装置（図示省略）に記憶されたプログラムを読み出して、前記画像処理部５２に前記画像
処理機能を実行させる。前記画像処理部５２は、本発明における画像処理部の実施の形態
の一例である。
【００２４】
　前記画像処理部５２による画像処理機能について具体的に説明する。本例では、前記画
像処理部５２は、異なる四つの数値の画像処理パラメータで、第一画像処理Ｐ１、第二画
像処理Ｐ２、第三画像処理Ｐ３及び第四画像処理Ｐ４を並行して行う。ここで、前記各画
像処理Ｐ１～Ｐ４においては複数の処理が行われる。この複数の処理において設定される
各種の画像処理パラメータとしては、例えばゲイン、ダイナミックレンジ及びＳＴＧゲイ
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ンなどが挙げられる。従って、前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４では、ゲイン、ダイナミックレ
ンジ及びＳＴＧゲインなどが異なる数値で設定されている。すなわち、前記第一画像処理
Ｐ１では、ゲインＧａ１、ダイナミックレンジＤｒ１、ＳＴＧゲインＧｓ１などが設定さ
れ、前記第二画像処理Ｐ２では、ゲインＧａ２、ダイナミックレンジＤｒ２、ＳＴＧゲイ
ンＧｓ２などが設定され、前記第三画像処理Ｐ３では、ゲインＧａ３、ダイナミックレン
ジＤｒ３、ＳＴＧゲインＧｓ３などが設定され、前記第四画像処理Ｐ４では、ゲインＧａ
４、ダイナミックレンジＤｒ４、ＳＴＧゲインＧｓ４などが設定される。
【００２５】
　前記各種の画像処理パラメータは、前記操作部８において入力され、前記制御部７を介
して前記記憶装置に記憶される。前記制御部７は、前記記憶装置に記憶された前記各種の
画像処理パラメータを読み出して、前記画像処理部５２による画像処理を行わせる。
【００２６】
　前記ディジタルスキャンコンバータ５３は、前記画像処理部５２による前記各画像処理
Ｐ１～Ｐ４で得られたデータを走査変換して第一超音波画像Ｇ１、第二超音波画像Ｇ２、
第三超音波画像Ｇ３及び第四超音波画像Ｇ４を作成し、これらを図３に示すように前記表
示部６に並べて表示させる（表示処理機能）。前記制御部７は、前記記憶装置に記憶され
たプログラムを読み出して、前記ディジタルスキャンコンバータ５３による前記表示処理
機能を実行させる。前記ディジタルスキャンコンバータ５３は、本発明における表示処理
部の実施の形態の一例である。
【００２７】
　前記表示部６の表示について具体的に説明すると、この表示部６は四つの領域Ｒ１，Ｒ
２，Ｒ３，Ｒ４に分割され、各領域Ｒ１～Ｒ４に前記各超音波画像Ｇ１～Ｇ４が表示され
ている。前記領域Ｒ１に表示される前記超音波画像Ｇ１は、前記第一画像処理Ｐ１で得ら
れたデータに基づいて作成された画像であり、前記領域Ｒ２に表示される前記超音波画像
Ｇ２は、前記第二画像処理Ｐ２で得られたデータに基づいて作成された画像である。また
、前記領域Ｒ３に表示される前記超音波画像Ｇ３は、前記第三画像処理Ｐ３で得られたデ
ータに基づいて作成された画像であり、前記領域Ｒ４に表示される前記超音波画像Ｇ４は
、前記第四画像処理Ｐ４で得られたデータに基づいて作成された画像である。
【００２８】
　本例の超音波診断装置１の動作について説明する。前記超音波プローブ２によって被検
体に対する超音波の送受信を行うと、前記送受信部３及びＢモード処理部４において処理
を行い、得られたエコーデータは前記シネメモリ５１に記憶される。前記シネメモリ５１
に記憶されるエコーデータは音線毎のデータであり、このエコーデータが１フレーム分集
まってフレームデータＦＤを構成する。前記シネメモリ５１には、例えば図４に示すよう
にフレームデータＦＤ１～ＦＤ１００まで、経時的に取得された１００個のフレームデー
タＦＤ（図４では一部のみ図示）が記憶されているものとする。
【００２９】
　そして、異なる画像処理パラメータで作成された複数の超音波画像を表示させるための
操作を前記操作部８において行うと、前記画像処理部５２は、前記シネメモリ５１に記憶
された音線毎のエコーデータを順次読み出して前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４を行う。前記各
画像処理Ｐ１～Ｐ４における画像処理パラメータ（ゲインＧ１～Ｇ４、ダイナミックレン
ジＤｒ１～Ｄｒ４、ＳＴＧゲインＧｓ１～Ｇｓ４）は、前記記憶装置（図示省略）に予め
記憶されていたものであってもよいし、操作者が改めて設定してもよい。
【００３０】
　前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４について詳しく説明すると、本例では、前記画像処理部５２
は、前記フレームデータＦＤ１～ＦＤ１００によって構成される単位データＸについて、
前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４を並行して行う。そして、これら各画像処理Ｐ１～Ｐ４では、
同一時相のフレームデータＦＤについて並行して異なる画像処理パラメータによる画像処
理を行う。すなわち、例えば第一フレーム目の超音波画像を得るために、フレームデータ
ＦＤ１について前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４を並行して行った後、第二フレーム目の超音波
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画像を得るために、フレームデータＦＤ２について前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４を並行して
行う。そして、第三フレーム目以降の超音波画像を得るために、フレームデータＦＤ３，
ＦＤ４，・・・，ＦＤ１００について、順次前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４を並行して行う。
【００３１】
　前記ディジタルスキャンコンバータ５３は、前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４で得られたデー
タに基づいて、フレームデータＦＤ毎に前記各超音波画像Ｇ１～Ｇ４を作成し、これを前
記表示部６に表示させる。この表示部６に表示される前記各超音波画像Ｇ１～Ｇ４は、同
一時相のフレームデータＦＤについて、画像処理パラメータが異なるＢモード画像である
。すなわち、前記表示部６には、第一フレーム目の画像として、フレームデータＦＤ１に
基づいて異なる画像処理パラメータで作成された超音波画像Ｇ１～Ｇ４が表示され、次の
第二フレーム目ではフレームデータＦＤ２に基づいて異なる画像処理パラメータで作成さ
れた超音波画像Ｇ１～Ｇ４が表示される。そして、フレームデータＦＤ３，ＦＤ４，・・
・，ＦＤ１００の順で超音波画像Ｇ１～Ｇ４の作成及び表示が行われる。従って、前記表
示部４には、異なる画像処理パラメータで作成された同一時相の四枚の超音波画像Ｇ１～
Ｇ４が、フレームデータＦＤ１～ＦＤ１００までの動画で表示される。
【００３２】
　本例の超音波診断装置１によれば、前記超音波プローブ２によるスキャン終了後であっ
ても、前記シネメモリ５１に記憶されたエコーデータを読み出して異なる画像処理パラメ
ータで画像処理を行い、四つの超音波画像Ｇ１～Ｇ４を作成してこれらを並べて表示する
ことができる。この時、前記シネメモリ５１に記憶されているエコーデータは、前記画像
処理部５２で画像処理される前のデータであるので、任意の画像処理パラメータの設定を
行って画像処理を行い超音波画像Ｇ１～Ｇ４を表示させることができる。
【００３３】
　次に、上記実施形態の変形例について説明する。この変形例では、図５に示すように前
記フレームデータＦＤ１～ＦＤ１００からなる単位データＸを四つに分割した分割単位デ
ータＸ１，Ｘ２，Ｘ３，Ｘ４について、前記画像処理部５２が前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４
を並行して行い、また前記ディジタルスキャンコンバータ５３が、分割単位データＸ１に
ついての超音波画像Ｇ１と、分割単位データＸ２についての超音波画像Ｇ２と、分割単位
データＸ３についての超音波画像Ｇ３と、分割単位データＸ４についての超音波画像Ｇ４
を作成し表示させる。以下、具体的に説明する。
【００３４】
　前記各分割データＸ１～Ｘ４は、２５個のフレームデータＦＤからなる。すなわち、前
記分割単位データＸ１はフレームデータＦＤ１～ＦＤ２５からなり、前記分割単位データ
Ｘ２はフレームデータＦＤ２６～ＦＤ５０からなり、前記分割単位データＸ３はフレーム
データＦＤ５１～ＦＤ７５からなり、前記分割単位データＸ４はフレームデータＦＤ７６
～ＦＤ１００からなる。
【００３５】
　この変形例において、前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４では、異なる時相のフレームデータＦ
Ｄについて並行して異なる画像処理パラメータによる画像処理を行う。具体的には、前記
第一画像処理Ｐ１では、前記分割単位データＸ１についての画像処理、すなわちフレーム
データＦＤ１～ＦＤ２５の画像処理を行い、前記第二画像処理Ｐ２では、前記分割単位デ
ータＸ２についての画像処理、すなわちフレームデータＦＤ２６～ＦＤ５０の画像処理を
行う。また、前記第三画像処理Ｐ３では、前記分割単位データＸ３についての画像処理、
すなわちフレームデータＦＤ５１～ＦＤ７５の画像処理を行い、前記第四画像処理Ｐ４で
は、前記分割単位データＸ４についての画像処理、すなわちフレームデータＦＤ７６～Ｆ
Ｄ１０００の画像処理を行う。
【００３６】
　前記画像処理部５２は、例えば第一フレーム目の超音波画像を得るために、フレームデ
ータＦＤ１についての第一画像処理Ｐ１と、フレームデータＦＤ２６についての第二画像
処理Ｐ２と、フレームデータＦＤ５１についての第三画像処理Ｐ３と、フレームデータＦ
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Ｄ７６についての第四画像処理Ｐ４とを並行して行い、前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４で処理
されたデータを前記ディジタルスキャンコンバータ５３へ出力する。次に、第二フレーム
目の超音波画像を得るために、前記画像処理部５２は、フレームデータＦＤ２についての
第一画像処理Ｐ１と、フレームデータＦＤ２７についての第二画像処理Ｐ２と、フレーム
データＦＤ５２についての第三画像処理Ｐ３と、フレームデータＦＤ７７についての第四
画像処理Ｐ４とを並行して行い、前記各画像処理Ｐ１～Ｐ４で処理されたデータを前記デ
ィジタルスキャンコンバータ５３へ出力する。そして、前記画像処理部５２は、第三フレ
ーム目以降について、上記と同様にして順次異なる時相のフレームデータＦＤについて各
画像処理Ｐ１～Ｐ４を行い、各画像処理Ｐ１～Ｐ４で得られたデータを前記ディジタルス
キャンコンバータ５３へ出力する。
【００３７】
　前記ディジタルスキャンコンバータ５３によって前記表示部６に表示される超音波画像
Ｇ１～Ｇ４は、異なる時相のフレームデータＦＤに基づいて作成された画像である。すな
わち、前記表示部６には、第一フレーム目の画像として、フレームデータＦＤ１に基づい
て作成された超音波画像Ｇ１、フレームデータＦＤ２６に基づいて作成された超音波画像
Ｇ２、フレームデータＦＤ５１に基づいて作成された超音波画像Ｇ３、フレームデータＦ
Ｄ７６に基づいて作成された超音波画像Ｇ４が表示される。次の第二フレーム目の画像と
しては、フレームデータＦＤ２に基づいて作成された超音波画像Ｇ１、フレームデータＦ
Ｄ２７に基づいて作成された超音波画像Ｇ２、フレームデータＦＤ５２に基づいて作成さ
れた超音波画像Ｇ３、フレームデータＦＤ７７に基づいて作成された超音波画像Ｇ４が表
示される。そして、第三フレーム目以降についても、上記と同様にして順次異なる時相の
フレームデータに基づいて作成された超音波画像Ｇ１～Ｇ４が表示される。従って、前記
表示部４には、異なる画像処理パラメータで作成された異なる時相の四枚の超音波画像Ｇ
１～Ｇ４が動画で表示される。
【００３８】
　ちなみに、前記超音波画像Ｇ１は、フレームデータＦＤ１～ＦＤ２５についての動画像
であり、前記超音波画像Ｇ２は、フレームデータＦＤ２６～ＦＤ５０についての動画像で
あり、前記超音波画像Ｇ３は、フレームデータＦＤ５１～ＦＤ７５についての動画像であ
り、前記超音波画像Ｇ４は、フレームデータＦＤ７６～ＦＤ１００についての動画像であ
る。
【００３９】
　以上、本発明を前記各実施形態によって説明したが、本発明はその主旨を変更しない範
囲で種々変更実施可能なことはもちろんである。例えば、前記表示部６に表示される超音
波画像は四つに限られるものではない。また、上記単位フレームデータＸのフレーム数も
上記実施形態に限られるものではなく、さらに変形例における前記単位データＸの分割数
（分割単位データの数）も四つに限られず、表示する超音波画像の数に応じた数とする。
【００４０】
　また、超音波画像はＢモード画像のみに限られるものではない。例えば、Ｂモード画像
とともにＭモード画像を表示させてもよく、この場合においても前記シネメモリ５１に記
憶されたエコーデータについて異なる画像処理パラメータで画像処理を行って複数のＭモ
ード画像を表示させる。さらに、Ｂモード画像にカラードップラ画像を重畳して表示して
もよい。この場合、前記シネメモリ５１には、超音波の送受信により得られた信号をドッ
プラ処理してエコー源の速度、分散及びパワーを記憶する。そして、これらのデータを読
み出し、異なる画像処理パラメータで画像処理を行って複数のカラードップラ画像を作成
し、これを複数のＢモード画像に重畳させる。
【００４１】
　さらに、変形例において、前記分割単位データＸ１～Ｘ４について、上述のように互い
に異なる画像処理パラメータで画像処理を行って複数の超音波画像を作成して表示すると
ともに、少なくともいずれか一の分割単位データについて、異なる画像処理パラメータで
画像処理を行って複数の超音波画像を作成して表示してもよい。例えば、前記分割単位デ
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ータＸ１について異なる数値の画像処理パラメータで画像処理を行って複数の超音波画像
を作成して表示するとともに、前記分割単位データＸ２～Ｘ４については、それぞれ所定
の画像処理パラメータで画像処理を行って、前記分割単位データＸ２についての一の超音
波画像と、前記分割単位データＸ３についての一の超音波画像と、前記分割単位データＸ
４についての一の超音波画像とを表示してもよい。この場合、前記分割単位データＸ２～
Ｘ４についての画像処理におけるパラメータは、互いに異なるものとする。
【符号の説明】
【００４２】
　　１　超音波診断装置
　　５１　シネメモリ（記憶部）
　　５２　画像処理部
　　５３　ディジタルスキャンコンバータ（表示処理部）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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